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はじめに

前回まで は空気の 成分に つ い て子どもの考 えを

調査してきた 。 そ して 、子どもの 空気の とらえ方は

多様で あり、空気の 成分を適切な粒子 として捉え

るの が難しい ことを報告した。

そ こで 、今回は原子 ・分 子 の 授 業で 1枚ポ
ー

トフ

ォ リオを用 い 、原 子 ・分
一
f“の 学習と子 どもの 空気概

念形成の 関係 にっ い て 調査した。

尚、本研 究における粒子 概念とは原子 ・分子 概

念に至 らない 素朴な粒 の 考えも含め る。

1 ，目的

原子 ・分 子の 学習 により子 どもが 空気を粒子 を

用い て 説明で きるよ うに なるか を調査 す る。

ll．調査 の 実施

1．調査時 期及び対象

　 2004 年 5月 。

　山梨県K 市立N 中学校 2年生 108名 。

2 ．1枚ポー
トフ ォリオ 内の 調査問題 の 内容

圈 調 査 問 題 回 答 （既 有の 職 の 抽 出）
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m ．結果及び 考察

今回 は学習前後 の 調査 問題 の 結果 の み 報告 す

る。学習前と学習後の 回答を分類すると以 下 の 表

の ように 6 つ の レ ベ ル に分類で きた。
　 　 　 　　 　 　 表 ：回 答の 分類

レベ ル 1 原子
・
分子を意識していると．田われる粒子を描い て説明．

レベ ル 2 位 子 （単 なる丸 い 紋〕を描 い て 説 明 ．

レベ ル 3 粒 子 のイメージ は あるようだ が図 示 できず、言 菓 や 文章 で表 現 ．

レベ ル 4i主射器内 の圧 力に薯 目し．矢印な どで力の向きや 強掩 説明 ．

レベ ル 5 空気 の密 廣の實化の イメ
ー

ジかあ駄 図 の濃演や言菓で表硯．

レベ ル 6 空 気 をか たまりとして 捉 えるな ど、科 学 的 で はない 。
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　 　 　 　 図 1 ；空気 概 念 を調 査 す る問 題

　図 1の ように 2っ の 注射器 の 中の 空気 の 様 子 を

図または言葉で 説明させた。これより、子どもが空

気を粒子を使 い 説明 できるかどうか を調査した 。

　この 問題はすで に 小学校 4年で 空気 の か さに

つ い て 学習して い るこ と、 熱などの 余計な要素が

なくシ ン プル であるこ と、本単元で 直接扱われな

い ことなどの利点がある。

3．1枚ポートフォ リオ の 活用と調査 方法
「化学変化と原子 ・分子 」の 単元を教科書通 りに

進める中で、1枚ポー
トフ ォ リオ を活用して授業を

行 っ た。授業で の活用の 方法を以下 に 示す。

学習前後 の 分類 結果 は図 2の ようになっ た 。
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　　　　 図 2 ：学習前・後 の レ ベ ル の 分 類 結 果

以上 の 結果および 子どもの 記述からわ か っ たこ

とをまとめると以下の 4点 になる 。

1，原子 ・分子 の 学習により7 割 の 子 どもが空気 を

　粒子 を使 っ て説明できるようになっ た。
2．粒 子 の 大きさや数をそろえたり、空気の 成分に

　着 目するなど、科学的 に正 しい 粒 子概念を形

　成することは 1度の 学習で は難しい 。

3．もともと粒子の 考えがな い 子どもの 中に は原

　子 ・分子の 学習をしてもなか なか粒子概念を受

　け入 れ られない 子どももい る。

4 ．中学生で も、粒子 の 密 度と圧 力を関連付 けて

　 考え るもの が多い 。

　詳細は発 表時に報告したい
。 参 考文献 省略。
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